
 

演題： インスリン受容体基質の細胞内局在とインスリン様活性の発現 
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日時： 平成 25 年 10 月 25 日（金）16:10～17:40 

場所： 長崎大学薬学部第二講義室（２階） 
 

第６回 細胞制御セミナー 

要旨：インスリン様ペプチド（インスリン様成長因子とインスリン）の受容体は細胞膜に存在し、
これらのホルモンが受容体に結合すると受容体に内蔵されたチロシンキナーゼが細胞内基質をリ
ン酸化する。その一つが、インスリン受容体基質（IRS）である。IRS のチロシンリン酸化を引き
金として、多様なインスリン様活性が発現すると考えられてきた。最近我々は、IRS がチロシン
リン酸化非依存的に多くのタンパク質と相互作用し、巨大なシグナル分子複合体（我々は
IRSome と命名した）を形成していることを見出した。これらのタンパク質の中には、IRS の細
胞内局在を決定するタンパク質も含まれており、これらのタンパク質との結合を介して、IRS
は、エンドソーム周辺、細胞膜近傍、核などに輸送され、それぞれの部位で特異的な生理活性を
仲介していることが明らかとなってきた。本セミナーでは、IRSome の観点から新しいインスリ
ン様活性の調節機構を紹介する。 
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